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はじめ に

1991年 、榎 本 家 の大 谷 石 の蔵 (種 子 蔵 )の解 体 に伴 い．5代 目 当 主 榎 本 泰 吉 氏 より大 量 の資 料 を寄 贈 いただ

いた。郷土 資 料 館 友 の会 古 文 書 サークル有 志 ５名 による「榎 本 泰 吉 家 文 書 調 査 会 ｣(通 称 エノモン会 )を 結 成 、

以 後 約 30年 間 、地 道 な 資 料 整 理 を進 め、2021年 ３月 、約 64,000点 の 整 理 をほぼ 終 了 した。

榎 本 家 資 料 から、中 山 道 の種 子 屋 通りの歴 史と奥 深 い種 子 屋 の世 界 が明 らかになつてき た。郷 土 資 料 館 では中 間

報 告として、1997年 に収 蔵 資 料 展 ｢種 子 屋 のあ ゆみ ｣、2008年 に企 画 展 ｢一 粒 入 魂 冂 を開 催した。

１．中 山 道 ･種 子 屋 通 り

近 郊 農 村 では 野 菜 栽 培 が盛 んであったが、江 戸 の発 展ととも に大 根 の 需 要 が高 まると、練 馬 村 が食 用 大 根 を栽

培し 、滝野 川 村 が種 子 用 大 根 を採 収 する分 業 が行 な われるようになったという。『東 京 府 北 豊 島 郡 誌 』1918年

滝 野 川 村 の種 子 屋 の元 祖 は 枡 屋 (榎 本 )孫 八 、越 部 半 右 衛 門 、榎 本 重 左 衛 門 で、字 ｢三 軒 家 ｣の由 来 とし勅 れ

ている。当 初 は 農 家 の副 業 として、自 家 採 種した種 子 を往 来 の 盛 んな 中 山 道 筋 で売 っていたのが評 判 となり、やがて

種 子 屋 (種 苗 業 )を専 門 とするようになった。
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嘉 永 5(1852)年　 ↑滝 野 川 三軒 家 、右(南 )が 庚 申 塚
一 筆 庵 主 人 著『教 訓 滑 稽 魂 胆 夢 助 潭』五 編 上 巻

弘 化 4(1847)年　　　 成田 山 仏 教 図書 館 所蔵

明 治 時 代 以 降 、郵 便 制 度 の発 達 と鉄 道 輸 送 による全 国 規 模 の種 子 の販 売 が可 能 となり、本 格 的 な 種 子 問 屋 へ

と成 長した。中 山 道 沿 いと周 辺 には 種 子 屋 が集 中し 、問 屋 街 を形 成 していつた。不 足 の種 子 を融 通し合 えるのが

問 屋 街 のﾒﾘｯﾄだ った。　※明 治 18(1885)年 板 橋 駅 、明 治 36年 巣 鴨 駅 の開 業

●中 山 道 周 辺 の主 な種 子 屋　 Ｘ滝 野 川 町 全 体 で 19名　　　 『東 京 種 子 同 業 組 合 名 簿 』1916年
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大正 5(1916)年 、滝 111剄||の種 子 屋 が 中 心 となり 、東 京 種 子 同 業 組 合 を設 立 し た (会 員 46名 のうちi碧 刃 11

町 19名 、巣 鴨 村 ２名 、巣 鴨 町 １名 )。目 的 は ① 種 子 の 仕 切 相 場 協 定 と② 優 良 原 種 の生 産 と供 給 で 、特 産 物

５品 種〔練 馬 大 根 (長 尻 ･長 丸 尻 )、滝 野 川 牛 蒡 、大 長 人 参 、夏 大 根 〕のｲ憂良 な 原 種 を、″東京 ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ ″とし て供 給

することで 、全 国 的 な 知 名 度 と信 用 を高 め た 。戦 時 中 の 種 苗 の生 産 配 給 統 制 により、昭 和 18年 に解 散し た 。

2.種 子 屋 の 世 界

●種 子 問 屋 の仕 事　 信 用 第 一 の 商 い

① 販 売 用 種 子 のもとになる原 種 (親 種 )の採 種 業 務 を 、直 接 あるいは 管 理 人 (世 話 人 )を置 いて鄙 里する。

⇒採 種 場 (山 場 )の確 保　 優 良 な 母 本 の選 抜　 交 雑 を避 ける網 掛 け　 花 見 の検 査 (山 廻り )

② 採 種 農 家 (作 人 )に販 売 用 種 子 の採 種 を委 託 する 。

③ 採 種 農 家 から種 子 を集 荷 (山 あけ)す る前 に、組 合 で支 払 価 格 (仕 切 相 場 )を決 める。不 作 だと山 力慌 れる 。

④ 集 荷した種 子 を仕 入 れて蔵 などに保 管 する。高 温 多 湿 を避 ける 品 質 管 理 が重 要 。

⑤ 相 場 表 ･ｶﾀﾛｸﾞ などを作 成 し 、顧 客 に発 送 する。春 播 きと秋 播 きの年 ２回 の発 送 ﾋﾟｰｸが あつた。

⑥ 問 屋 ･小 売 店 ･行 商 人 ･農 家 等 に種 子 を販 売 する。
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巣 鴨 蕪 の注 文は が き

昭 和 5(1930)年 ９月

巣 鴨 人 参 、絵袋 (中 生 山

茄 子 )の 注 文 は がき

大 正 8(1919)年 １月

種 子 販 売 に 関 す る帳 簿 類 明 治 中 期 ～大 正 期 作 成

千 葉 、茨城 ､長 野 ､栃 木 、静岡 、愛 知 など 県 別 に 作 成

れ た 販 売 帳 や 駅 に 到 着した 種 子 の 判 取 帳 など が あ る 。
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秋 早 生 大 根の 母本 選 抜

『東 京 種 苗目録 』昭和 25年

表紙 は 東 京 中生 山 茄 子

『カ ネト商 報』第 217号
左は改良半結球山 東白菜 右は結球 芝罘白菜

『カネト商報』第183号 、第 221号

●ここ十 数 年 、伝 統 野 菜 が見 直 され ､各 地 で復 活 の取り組 みが盛 んである。区 指 定 文 化 財 ｢榎 本 家 店 舗 兼 住 宅

及 び 新 座 敷 ｣を拠 点 に、榎 本 家 資 料 を活 用して、日 本 の農 業 を支 えてきた種 子 屋 と種 子 屋 通 りの歴 史 を紹 介 し 、

現 在 の種 苗 業 や農 業 、食 文 化 について、多くの方 に関 心 をもつていただく機 会 を提 供 できればと考 えている。
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